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広報紙｢ポプラ｣の｢ポプラの声｣の趣旨は、生徒や学校の現状を独特の切り口で分かりや
すく伝えることにあります。第５１号では、｢お弁当｣というごく日常的なテーマを取り上げて、
食べ物を通して親子の関係を浮き彫りにすることが狙いでした。

保護者が主体的に、企画から取り組み、テーマに沿ったアンケートをつくり、集計及び分析
をして紙面にまとめる。

7

｢ポプラの声｣ができるまでの過程
１　５月９日（土）　　　　　　　　　　　　第１回広報委員会　テーマの決定
２　５月１８日(月）～２９日（金）　　　今回のテーマ｢お弁当｣に関する質問の原案作成
３　６月５日(金）　　　　　　　　　　　　前期第１回編集委員会　質問シート校正
４　６月１１日（木）～１５日(月）　　　生徒と保護者に対するアンケートの実施
５　６月１７日（水）　　　　　　　　　　　前期第２回編集委員会準備　アンケートの集計作業
６　６月１９日(金）　　　　　　　　　　　前期第２回編集委員会　集計した数字の分析及び記述意見の絞り込み
７　６月２２日（月）～７月９日（木）　原稿の校正（初稿・二校の２回）
８　７月１６日(木）　　　　　　　　　　　｢ポプラ｣第５１号納品及び・配付

今回のテーマ｢お弁当｣で採用した質問とその狙い
１　｢お弁当は誰が作りますか？｣→コンビニエンスストアが普及している現在、どのぐらいの割合で手作り
　　弁当なのか。
２　｢弁当を買う場合の予算は？｣→子どもに渡す妥当な金額はいかほどか。
３　｢５月に始まった購買の使用頻度は？｣→新規に参入した業者の評判と手作りパンの人気度はどのぐらい
か。
４　｢弁当を作る（食べる）場合のこだわりは？｣→弁当を作る側と食べる側がこだわる点はどんなところか。
５　｢印象に残った弁当はどんなもの？それにまつわるエピソードは？｣
　　→弁当にまつわるエピソードを通して親子のどんなやりとりがみえるか。

編集結果
次ページが実際の紙面です。
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平成２７年７月１６日(木)発行

岡崎北高等学校

PTA広報紙｢ポプラ｣のコーナー｢ポプラの声｣

岡崎北高校　プレゼンルーム（広報委員会や編集委員会の会場）

PTA広報委員会

１年から３年の生徒と保護者　３１２名
１年生から３年生の生徒　抽出　２４０名
保護者　７２名（広報委員含む）
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